
ユ
ワ
l
l
ヨ
ウ

子
均
・湯
商
・上古川
底
・河
内
・曲
の
十
一
ニ
今
村
を
含
み
、

河
町
都
で
は
下
荒
屋
・羽
ヶ
屋
・際
六
・北
袋
・
上
山
・
折

谷
・大弘
法
他
・小
誕
地
・
魚
邸
・小
限
・
平
下

-m・古
郷

寺
・石
黒
叉
・絞
ヶ
谷
・栃
尾
・
航
谷
・京
市
搬
の

十
入令

村
や
・含
ん
で
ゐ
た
。
此
閉
す
の
地
は
凡
ベ
て
佐
古
加
賀

郡
で
あ
っ
た
が
、
後
浅
野
川
以
北
が
河
北
郡
と
な
り
、

以
南
が
石
川
柳
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ユ
ワ
タ
ジ
ツ
ケ
イ
湯
涌
十
景

石

川

郡
湯
稲
川
畑

泉
所
中
心
に
し
た
附
近
の
」
l

協
で
、
祇
林
紅
拙

・
荒

原
夜
雨
・育
王
判
。
官
官
・戸
室
タ
閉
山
・市
制
秋
且
・笠
松
胞

山田
・杉
村
際
花
・高
局
朝
霞
諜
淵
純
水
・担
胸
痛
山
山
市
訴
を

数
へ
る
。
河
島
正
卿
の
詩
歌
が
あ
る
。

ユ
ワ
hγ
ダ
=

湯
涌
谷
石
川
郡
湯
涌
附
近
な
る

抽出野
川
の
上
流
に
あ
る
数
村
宏

湯
涌
谷
と

h

弘
口
づ
け

ゆ
令
。

富

ヨ
イ
ヤ
バ
パ
よ
い
や
婆
々

珠
洲
郡
清
水
で
は
、

山
臨
時
二
月
七
日

抽
出
制
定
に
嘗
附
加
す
る
風
笥
が
あ
っ

た
。
そ
の
際
男
女
の
児
蛍
か
鬼
取
り
挽
び
に
開
削
す
る

戯
そ
な
し
、
そ
れ
を
よ
い
や
婆
々
と
い
う
た
。

ヨ
ウ
エ
キ
=
チ
回
全

葉
役
目
録
三
答
。
加
盟

滞
士
が
、
水
戸
浪
士
の
上
京
阻
止
を
命
ぜ
ら
れ
て
、

京
都
か
ら
越
前
務
原
に
出
張
し
て
以
来
、
被
士
の
除

阪
や
-
容
れ
、
逢
に
之
を
籾
井
・彦
総
・小
山
山
の
-
ニ
滞
に

引
渡
し
て
、
彼
等
の
刑
滋
せ
ら
れ
た
ま
で
の
取
を
惑

い
で
あ
る
。
編
帆
に
関
係
し
た
人
々
は
、
歌
箪
永
原

茜
七
郎
以
下
十
四
人
で
あ
る
て
が
、
執町駅
し
た
の
は
石

黒
援
三
郎
と
邸
山
仙
之
助
と
で
あ
る
。

ヨ
ウ
カ
ヲ
ジ

鐙
箆
寺

岡
軍
部
東
山
に
在
っ
て
、

田
県
宗
束
仮
に
回
す
る
。

ヨ
ウ
キ
キ
ヤ
歩
用
問
役

用
人
。

ヨ
ウ
ギ
シ
ユ
ウ
ラ
ン

骨
官
僚
集
賢
一
加
。
附
野

和
一
者
。
俗
眼
・大
戴
秘
・
左
mm
・論
剖
川
等
か
ら
間
十
二

仰
の
般
歳
、
及
び
之
に
添
へ
た
義
腕
そ
抜
い
て
、
紀

君
子
坐
作
却
山
由
之
谷
川
田
・見
於
附
君
之
容
儀
・入
門
驚

階
之
容
般
に
則
っ
て
編
次
し
た
も
の
。
文
化
六
年
十

二
月
脱
稿
。

ヨ
ウ
キ
ヨ
ク
ギ

ザ

謡

曲
義
解
町
生
流
焔
山
キ
一

加
賀
滞
人
の
位
制
押
し
た
も
の
で
、
高
砂
・旧い粕
・能即日
・

班
女
鵜
伺
・雌抽出
・粂
M
T
・千
手
:草
郡
婆
小
町
・舟
紳

山田
・老
松
町
十

一
番
の
み
が
到
存
す
る
。

ヨ
ウ
キ
ヨ
ク
ゲ
ン
カ
イ
サ
ツ
ケ
イ
シ
議
曲
諺
解

察
形
子

二
十
加
o
m
M
名
の
聞
に
資
生
抗
の
向
曹
が

あ
る
。
務
副
仰
桔
出
掛
川
形
子
と
も
い
ひ
、
資
生
拍
川
和
剛
山

内
一
由
香
の
問
問
芯
で
、
こ
の
腕
の
お
と
し
て
付
時
代

に
於
い
て
務
的
扮
抑
制
抄
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
若
者

は
焔
袋
水
で
あ
る
が
、
一
出
作
年
代
が
詐
か
で
な
い
。

姿
水
の
子
は
、
諸
橋
大
夫
拙
践
で
あ
っ
た
恥
・旬
、
か

う
し
た
述
作
に
興
味
中
一
持
っ
た
の
で
も
あ
う
う
O

ヨ
ウ
キ
ヨ
夕
、
y
，ケ
ン

謡
曲
私
言

一
加
。
村
労

回
目
道
話
。
こ
の
若
者
の
蚊
部
の
辿
作
は
、
能

m
'e」能

装
束
に
闘
す
る
も
の
L
A

み
で
あ
る
が
、
務
山
私
言
の

一
部
分
に
於
い
て
は
、
能
以
び
織
の
説
明
そ
試
み
て

跨
る
。
本
訟
の
抜
に
は
、
務
山
八
拍
子

・
能
拙
刊
惑
等

の
務
自
に
問
ふ
る
に
足
る
も
の
が
な
い
か
ら
、
刊以内誕

の
訓
と
す
る
錦
、
誌
に
諮
ひ
心
に
存
ぶ
こ
と
そ
鍍
記

す
る
と
包
い
て
限
る
。
訟
は
天
保
二
年
十

一
且
捌
で

あ
る
。

↓
ヨ
ウ
エ

Y

ヨ
ウ
キ
ヨ
ク
マ
ン
ジ
子
Y
ヨ

ウ

謡

曲
語
読
抄

一m
問
。
録
路
山
を
集
め
た
も
の
で
、日
古
古
は
不
明
で

あ
る
が
、
そ
の
開
巻
第
一
に
載
せ
て
あ
る

『
銑
正
且
』

が
、
文
政
十
三
年
五
且
務
侯
m
H
務
の
子
瞬
間
中
の
江
戸

に
生
ま
れ
た
な
到
し
、
城
下
の
士
民
が
大
観
艇
の
説

貨
を
思
行
し
た
次
第
宇
一
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

略
そ
の
訟
作
年
代
が
わ
か
る
。
叉
安
永
九
年
一
品
川
笹

山
執
が
中
村
低
右
衛
門
を
刺
殺
し
た
都
民
在
脚
色
し
た

『
竹
の
印
』
が
あ
る
。
そ
の
他
酒
三
船
・日
符
制
政
・袈

繋
上
・泊
三
井
寺
・
自
然
隠
士
・
大
食
m古川清
・酒
鉢
木
・

風
景
前
・刑制伺
・
鍛
愉
・政
下
併
の
諸
短
編
は
、
何
れ

も
も
ぢ
・り
小
論
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

ヨ
ウ
キ
ヨ
タ
リ
ゲ
ン
サ
ツ
ケ
イ
シ
務
曲
僅
諺
察

形
子

J
ヨ
ウ
キ
ヨ
グ
ゲ
Y
カ
イ
サ
ツ
ケ
イ
シ
諮

州
経
僻
掛
川
形
子。

ヨ
ウ
ギ
ン
用
銀
加
総
務
が
用
銀
の
制
強
そ
町

人
に
命
じ
た
こ
と
は
W
M
永
十
二
年
中
」

以
て
初
と
す

る
。
印
ち
こ
の
年
十
一
月
間
日
附
絹
銘
左
近
か
ら
、

か
ね
や
宗
仁
・
越
前
屋
孫
兵
衛
・
か
み
や
仙
川
崎
・天
秤

医
彦
四
郎
・
越
前
屋
宗
即
日
・越
，
別
原
二
郎
兵
衛
に
宛
て

た
忠
一
川
に
、
『
今
度
者
共
元
町
衆
へ
、
治
家
御
三
代
初

市
山
御
仰
心
彼
仰
訟
似
曜
、
何
九
も
馳
定
之
国
目
減
足
之

問
依
一E
A
。』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

ヨ
・
一
ワ
ゲ
ン

宴
玄

↓
サ
ン
ド
ウ
ヨ
ゥ
.
ケ
ン
=
一

抑
制
裂
玄
。

ヨ
ウ
ゲ
ン
ソ
シ
謡
言
粗
志

凶
十
一

一
加
。
佐
久

削
究
京
若
。
岱
生
前
世
間
山一

一百
イ
番
の
註
線
で
、
仰

に
行
は
れ
る
総
抄
の
総
有
疋
し
、
誕
に
故
事
故
白
を

勘
考
し
て
務
か
に
ω
附
設
し
た
も
の
。
そ
の
内
編
一
一十

加
は
文
化
六
年
一
丸
且
に
成
白
、
外
編
二
十
二
加
は
九

年
六
月
に
成
っ
た
。

ヨ
ウ
ゲ
ン
ソ
シ
シ
ユ
ウ
イ
謡
一一冨粗
士
山
拾
遺

三

世
。
ま
た
務
言
組
芯
脱
紛
と
組
し
た
も
の
も
あ
っ
て
、

内
容
は
+
一
然
同
一
で
あ
る
。
佐
久
閲
覧
引
の
諮
言
粗

志
の
辿
泌
を
揃
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
年
代
も
若
者

も
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
は
同
若
者
で
あ
ら
う
。

ヨ
ウ
ゲ
ン
ソ
シ
ダ
ツ
ロ
ウ
諮
五
一
一三口組
士
山
脱
漏

1
1
1
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ヨ
ウ
.
ケ
ン
ソ
シ
シ
ユ
ウ
イ
謡
言
刺
志
拾
也
。

ヨ
ウ
ゲ
ン
ソ
シ
テ
ィ
ホ
謡
言
粗
士
山
訂
補

四
在
。

佐
久
閲
覧
誌
の
節
言
粗
志
に
註
ね
の
行
届
か
ぬ
就
が

あ
っ
た
の
を
、
加
賀
滞
の
老
侵
村
到
長
遣
が
、
そ
め

家
探
勝
木
元
直
・河
合
良
川
川
批
批
判
什
誼
武
に
命
じ
て
修

補
せ
し
め
た
も
の
。
天
保
半
卯
河
合
良
湖
の
序
文
が

あ
る。

a 

ヨ
ウ
コ
ウ
イ
ン
陽
艇
院

加
賀
務
セ
第
四
代
刷

m光
高
の
法
獄
。
常
し
く
は
防
股
院
将
椛
天
白
民
大
尉

士。
ヨ
ウ
コ
ウ
コ
ウ
イ
歩
ン
陽
市
出
公
偉
訓

一
加
。

前
凶
光
一
州
諸。

士
人
に
封
寸
る
削
減
の
言
況
十一

一際

交
記
し
た
も
の
。
統
布
本
は
陽
院
公
御
夜
話
と
間
十

る
が
、
室
鳩
山
掛
川刷
に
陽
院
公
総
削
序
代
賀
入
某
作
め

文
あ
る
が
故
に
、
自
m
m
p
闘
が
校
本
を
作
っ
た
昨
改

組
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
防
防
公
位
制
校
正
木
と

い
ふ
の
が
あ
っ
て
、同
じ
〈

g
m
m町
周
の
携
に
係
・
り
、

流
政
六
年
光
高
の
百
一
』
十
年
忌
に
作
山
旬
、
体
制
作
一校

訂
し
、別
に
公
の
敬
献
百
首
青
添
へ
た
も
の
で
あ
ろ
。

ヨ
ウ
コ
ウ
コ

D
イ

ジ

陽

庚
公
造
事
一
加
。
蕊

m平
次
者
。
前
間
光
高
の
行
献
を
、
可
制
小
説
等
か

ら
加
盟
い
て
腕
録
し
た
も
の
。
克
一
品
に
付
御
夜
話
録
と

い
ふ
も
の
が
な
い
か
ら
、
そ
の
般
を
M

刷
、
っ
た
の
で
あ

る。
ヨ
ウ
コ
ウ
コ
ウ
ヒ
ヤ
9
エ
イ
陽
鹿
公
百
一
諒

一

加
。
前
田
光
高
が
諸
士
そ
教
訓
す
る
お
に
詠
じ
た
も

の
で
、
主
二
十
首
、
巨
二
十
首
、
伎
十
首
、
組
問
出

菌
、
附
一
治
菌
、
役
人
波
首
、
小
々
姓
二
十
首
、
円
附

十
曲
、
加
除
坊
主
抗
菌
、
計
百
首
。
外
に
界
中
公
人
心

持
十
v
H
を
紋
せ
て
あ
る
。

ヨ
ウ
コ
ウ
ジ
来
光
寺

〈一
U

概
設
l
鹿
島
郡
出

井
村
に
在
っ
て
、
百
洞
宗
に
臨
し
、
前民主
山
印刷
開叩り

建
立
に
係
り
、
桐
谷
山
と
脱
す
る
。
祭
山
初
め
大
束


